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ゃっ~宮、!長浜骨〉子、ース、

全国大会ヘ!!
長浜サンデーズ(日本少年野球連盟西四国支部くボーイ

ズリーグ〉所属)は、このたび松山市で行われた西四国夏

季選手権大会と岡山県での日本少年野球連盟中四国大会で

ともに優勝し、それぞれ大阪 (8/2~ ) と東京 (8/13~) 
で開催される全国大会に出場することになりました。

16年ぶりの大舞台での活躍に健闘を祈ります。
(11ページに関連記事)
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P3 保健センターからのお知らせ j

P4 国民年金
P5 肱川あらしクイズほか
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{建蟻コくり計画の

長浜町では、 21世紀の健康づくり運動としてすすめ

九れている、回の「健康日本21J、県の「健康実現えひめ2010J計両を受け

て、長浜町の特[''1'や地域性を，!tiJ通した子どもから高齢者まで、生涯を通じての健康づくり計画と

して「長浜町健康づくり計画」を策定中です。そこで策定委員会では、あなたが考える健康づく

りについて「計画の名称 e スローガン・キャラクター」を募集することにしました。子どもから

高齢者まで広く町民のみなさんのご応募をお待ちしています。

町民主役の計画です

健康づ〈りは「自らが主役」 と

えEることが基本です。一人ひとり

が、自分に合った骨量麗づくりを見

つけ、実践することで町全体の健

醸づ〈りを眉指しましょう 1

計画め自的 (2010年までの霞標)

1 壮年(働き盛り)期死亡の減歩

2園 イ建康寿命※の延伸

3園生活の置の向上

※心身ともに自立して健麗に生きること

のできる期間

1.応募期尚:平成16年8H 1 日 ~9 月 30l::I 

2.応募内容

。「計両の名称」部門 用紙:自由

。「スローガン」部門 用紙:白白

。 Iキャラクター」部門 用紙:八つ切(27 cm X 19 cm )程度の大きさの耐用紙
3.応募方法

用紙の裏などに、応募作品についての説明、住所、氏名(j，む募者が中学生以下の場

合は保護者Lの名前も)、午齢、電話番号を記入して、長浜町保健センタ一、役場各連

絡所へお持ち込みいただくか郵送してください。

4.審 査.呆定委員会 (11月下旬)において審査の上、本人に通知します。

5.応募・お問い合わせ先

干799-3401 長浜町大字長浜甲576 長浜町保健センター(岱52-3055・(有)2095)まで。

《事例紹介》

川内町

占型時県)

-3-

計画の名称 寸 志ーガン

健康日本21 i 21世紀におげる国民健康づくり運副 | 
みんなでめざそう !II健康実現J

あなたが城主!健康おおす ! 健麗づくりはわたしが主役 l

いきいき!かわうち21 (一例)健1康芯「ごころJと「かうだjは食卓か5

健康くさつ21坦 I 健康くさつ21

《キャラクタ一例紹介)) I 

vむ¥0 I 
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J遜菌 圃芸謡司/A島弘弘"'-.. 匪z 二軍耳.ムι;

旦i晶自距臣且鈎鏑直翻目入i陪審覇盟雪鴎命E記i組電でT宅事吉
探検料の遊説肉毎日度

国民年金の第 l号被保険者が、保険料の免除承認を受けた期間や学生納イ寸特例に

該当した期間にワいでは、将来老齢基礎年金を受給する際、より有利な年金額とな

るよう当該期間について後から納付することができる制度があります。そオしを追納

制度といいますc

迫納する場合については、次のことが条件となります。

且

大追納できる期間はさかのぼっ

て10年間となります。

大老齢基礎年金の受給権者は追

納できません。

す一部につき追納する場合は、

対象となる片を任意に選ぶこ

とはできず¥先に経過した期

聞から行うこととなります。

ただし、苧生納什特例の期間

がある場合には、当該期間の

先に経過した期間から行うこ

ととされていますf

川
市
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で

古前々年度より前の年度に属す

る月について追納する場合の

納付すべき額は、当時の保険

料額に政令で定められた率を

乗ビた額を加算した額となり

ますc

追車内する額は去のとおりです。
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免除期間~Ij追納額
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諸問¥あちしの
肱川あらし実行委員会では、当目T軒有の季節の風物詩 1M;!1 1あら

し」の発生する初日を予想していただく[発生初日当てクイズJを
次のとおり実施します。

この肱川あらしは、秋から冬にかけて霧を伴った冷気風が肱}11上

流から伊予灘へ吹き出すとl¥う世界的にも珍しい円然現象です。

当委員会で辻、揺を伴った冷気風が伊予灘へ吹き出す現象が午前

7時から 71時半までの聞に、長iJL大橋地点で、昨認で、きる最初の日を

「42生初日」と定義づけていますので、皆さん奮ってクイズにご応

募くださし'0

{応募期間] 8 月 l 日 ~9 月 2H:! (当日消印有効)

近年の発生初日

平成12年 9月20日

平成13年 10月 7白
平成14年 10月10日

平成15年 10月10日

[応募方法]官製はがきに肱川あらしの発生初日予想日「平成16平O月O日]と、郵便者号・住所・氏名・年齢・電話

番号を明記Lて、以下のところまでご応募ください。(お一人様1i世限り)

{賞品]正解者の中から拍選で、20人の)jに、長浜町々 での食事券(5，000円相当)を贈呈。(食事券を利用されない方に

は特産品等を贈呈)また、応募者全員の中から30人の方に残念賞しとて特産品を贈呈します?

[応募園お問い合わせ尭]干799-3401:喜多郡長浜町大理長浜申480-3:長浜町役場企画調整課内「肱JIIaろらし実行婁

員会;_j(合0893・52・1111内線37、38，39骨量i)2132)まで。

長浜関商品券事業が

町から商工会へ

平成11年!えから長浜町が発

行しておりましたE浜町商品

券発行事業を長浜町商工会が

行うことになりました。

これは、来年1月11円の市

町村合併iをにおいても、長浜
IIIJの商業はもとより rnrの活性

化を園ろうと、出工会で取り

組むことになったものです。

9月からは長浜町商工会発

行の商品券をご利用ください。

一 5
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~長漢間寵工会軍事晶券奇§丹1量か争藤嘉関撞!--

@額面金額 1枚500円(抽選券っき)

@販売場所く〉長浜町商 L:会

く〉愛媛たいき農協出海・櫛生・白滝・空茂・大和の

各支所

く〉商品券販売空録的

。購入方法 販売庖備えHけの)lJ紙に必要事項を志入するだけで、
だれでも購入できます。(販売慣によっては購入枚

数を市IJI浪する場合もあります。)

※その他、詳細については、チラシ・ポスター等で周知します。

(注意)取扱屈は町商品券とは異なりますのでご注立ください。

【お関い合わせ先】長浜町商工金 (B52の312 担当上満)まで。
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主選rs4~1，窃器開
事 ご協力ありがとうございました。

~長浜町森林と緑の推進協議会~

~~p組踊蹴鰯担醐蹴鞠E話協調蹴挺:盟

主璽璃保験j霊罵糧議室の
主 ご案内

事業主の皆さんに、雇用保険事業の

緑の募金に54 7 ， 1 0 5円が寄せられました。 各種助成・給付制度の活用方法および

緑の募金期間(4月19日から5月31日)にお寄せいただいた募金を、財団法人 申請手続きについて、厚生労働省から

愛媛の森林基金に納付させていただきました。ご協力ありがとうございました。 委託された専門の雇用保険重点指導員

この募金は、森林資源や緑資源の維持造成、緑の少年団の育成等に活用される が、下記の日程にて個別に相談に応じ
ます。お気軽にご利用ください。

こととなっており、長浜町におきましでも、緑化推進事業として公共用地等に苗
[自時]8月24日(火)

[お問い合わせ先]愛護県社会保険労
一人ひとりが大きな誇りとやりがいを感じ、熱い心で仕事に打ち込むことがで

務士会 (B089・947-8228)まで。
きる警察官、この価値ある仕事にチャレンジしてみませんか。

[採用職撞]警察官(男性)(女性)<高校卒程度〉

木の植栽を行っています。

主襲農民寵頼書最多るたく嚢しい警察!
主 ~愛霧襲警察官{高校卒程度)募集~

{受験資格]年齢17歳以上30歳未満

※年齢は、平成16年4月1日現在

※大学卒業者または大学卒業見込み者を除く。

[受付期間]平成16年8月19日(木)~ 9月10日(金)

[試験日]一次試験平成16年10月10日(日)

詳しい試験案内および申し込みについては、下記まで

[お問い合わせ先]大洲警察署(宮25・1111)まで。

2FE按r:;:~話邸宅r:;:r:r:r:;~~~:記事存症琵説法E4tF記産自士長抵苫自主主官接司書棋期寝苦m:æ鴫琵ru.器開蕊務在留;EiFEE苦摺抵蹄鼠話路毘慎

重大淵保健所かちのお知らせ
主 ~日頃悩んでいる方、お気軽にご相談下さい。(無料)~

0思春期健康相談(思春期の子どもに関する相談)

[日時]8月26日(木)午前10時から午後4時

[場所]大洲保健所

[担当者]心理カウンセラー長谷川美和子氏・伊賀上明子氏、保健師

O事前に電話予約が必要です。

[お問い合わせ町予約先]大洲保健所(B24-3165)まで。

午後1時から4時

[場所]ハロ}ワ}ク大洲(大洲公共

職業安定所)2階会議室

[費用]蕪料

蹴櫛
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泣
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コードや配線器具には、流れる電気

の量に限界があります。

テーブルタッフ。やマルチタップなど

を使って、タコ足配線をしていると一

度にたくさんの電気が流れることがあっ

て、大変危険です。

電気器具は専用のコンセントから使

いましょう。

財団法人 四国電気保安協会愛媛支部

(大洲事業所宮23・5012)

U 
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抑ぬい会館搭4Effcg;…
長浜写真愛好会作品発表会

長浜懐かしの写真展

長浜写真愛好会会員がHごろ撮られ

た情緒あふれる風景写真と昔懐かしい

長浜め ~JJ並み等の写立を合わせて約60

点展示します。

【期間]8/7 (土) ~ 8/22 (日)

午前9時~午後5時(月曜日休館)

[場所]ふれあい会館ギャラリー
警翻親臨予?惑臨蕗灘醐騒鴎磁蹴謹舗甑

主新 a増築家屋を調査します

税務課では、|司定資出評価のため、今

年中に新j:1:目築または取り壊された家屋を

対象に実地調査を行いますので、該当さ

れる点々 のご協力をお願いしますハ

なお、取り壊した家屋については、滅

失の登記をされているものを除き、申告

( i成夫屈)がない場合は、取り壊きれた家

屋が台帳から削除できず、口県税対象とな

りますので、該当する家屋のある方は14

めに手続きをお願いします。

[調査期間]平成16年9月ド旬~

平成17年l月中旬まで

{対象家屋]平成16年l月2日以降iこ

新・増築した家屋および取り壊された

家屋

[お問い合わせ]役場税務課固定資産

税係(雪52-1111く内線22>.情U2041)

まで。
で持諮密告誕綴諒恕蕗話語器怒5器思::::::::::3高編通認蕊o'.ill題詩主主

主運上保安大学校学生議題試壊のご案内
主主

[受付期間]8月26fl(制へ 9月7日(刈

【第 1 次試験日】 10月 30 日仕)~31 日(日)

受験資倍など詳しくは卜記まで。

[お問い合わせ先]干791・8058松山市

海岸通2426-5松山海上保安部 (B089・9

51-1196)まで。

-7-

電話や広告で「内職・在宅ビジネスで高収入が得られるJiパソコン検定に合
格すれば在宅業務を紹介するJなとと勧誘し、高額な機器や教材を購入きせるも
のO外へ勤めることができない主婦層を狙うことが多く、仕事が紹介されなかっ

たり、収入がはとんど得られなかったりするもの。

.相談の多い商品百内職

パソコン、教材、チラシ配旬、あて名書きなど

事予防と対策

ー 「簡単な仕事で高収入Jなどのろまい話には注意すること c

:;:;::~::::::在詔誕百:S:~:世曲掛s:~::::~諜:~~~::主:~~::::・世間容認型自:~&.~蹄蹄::::m.::;~担拐、:~~::坊主主張::::::::::よ:担由主・::::::::::::::;:::::::::::::・:::::::田古田目玉:::~::~~~:::::::措置:::::出

撃夏の地域安全運動<8月1日，-..;10酉>展開中
夏場辻、誘拐やいたずら、性犯罪など子どもや女性などの社会的弱者が、犯罪

の被害者となる可能性が高くなる季節で、すO

警察では、県下一斉に「夏の地域安全通劫」を展開して、各種事件・事故の防

止や少年非行の防止に取り組んでいます。

皆さんも防犯意識を持っていただくとともに、不審者等を発見したら直ちに

110香するなど、犯罪防止にご協力をお顧Lhします。

~大洲警察署~
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上
に
な
る
作
業
場
で
、

汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
作
業
し
た
生
徒

の
一
人
は
、
「
時
聞
が
経
つ
の
は
早
か
っ

た
け
ど
、
腰
が
痛
く
な
り
つ
ら
か
っ
た
。
」

と
働
く
こ
と
の
苦
労
を
語
っ
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
、
同
中
学
校
で
は
、
六
月

か
ら
七
月
に
か
け
て
二
年
生
の
全
生
徒

九
十
人
が
、
町
内
や
大
洲
市
の
二
卜
六

カ
所
の
事
業
所
に
山
向
き
、
職
場
体
験

を
行
っ
た
。

笑
い
と
健
由
服ー
婦
人
大
会
1

うまくできたかな?

七
月
四
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
、
第

十
九
同
婦
人
大
会
が
開
催
さ
れ
、
連
合

婦
人
会
員
ら
約
二
百
人
が
参
加
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
長
浜
町
連
合
婦
人
会

日
以
後
の
記
念
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
、

式
で
は
、
町
連
合
婦
人
会
の
武
元
幸
子

会
長
が
、
「
町
と
し
て
は
、
最
後
の
大

会
と
な
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
婦
人
会
活

動
を
活
発
に
し
、
各
地
域
で
が
ん
ば
ろ

う
。
」
と
あ
い
さ
つ
。

講
演
で
は
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の

落
語
家
、
林
家
花
丸
さ
ん
が
、
「
笑
い

で
癒
す
健
康
」
と
題
し
て
、
落
語
と
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
講
演
を
行
い
、
会
場
は

終
始
、
笑
い
の
渦
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
。

犯
罪
防
止
に
!

ー
防
犯
ブ
ザ
ー
を
貸
与

1

七
月
八
日
、
長
浜
小
学
校
で
防
犯
ブ

ザ
1
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
全

同
的
に
小
・
中
学
生
が
関
係
す
る
連
れ

去
り
事
件
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

大
洲
地
医
防
犯
協
会
と
町
教
育
委
員
会

が
合
同
で
、
町
内
八
小
学
校
の
全
児
童

三
百
六
十
一
人
と
長
浜
中
学
校
の
全
女

子
生
徒
百
三
十
人
に
貸
与
し
た
も
の
。

贈
呈
式
で
は
、
大
洲
警
察
署
生
活
安

全
課
長
と
長
浜
町
長
か
ら
一
一
人
の
児
童

代
表
に
防
犯
ブ
ザ
ー
が
授
与
さ
れ
た
後
、

防
犯
協
会
の
職
員
が
、
「
知
ら
な
い
人

に
は
つ
い
て
行
か
な
い
」
や
「
明
る
い

う
ち
に
家
に
帰
ろ
う
」
な
ど
、
防
犯
に

対
す
る
心
掛
け
を
児
童
た
ち
に
呼
び
か

け
て
い
た
。

落語を披露する林家花丸さん

観
光
活
性
化
の
一
役
に
!

-8 

ー
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
講
習
会
1

市
町
村
合
併
を
前
に
地
域
住
民
の
方
々

に
長
浜
町
の
観
光
資
源
を
再
時
認
・
再

発
見
し
て
い
た
だ
き
、
自
信
を
持
っ
て

説
明
で
き
る
よ
う
に
と
、
七
月
八
日
、

ふ
れ
あ
い
会
館
で
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
講
習
会
(
町
観
光
協
会
主
催
)

が
開
催
さ
れ
た
。

町
民
十
人
が
参
加
し
、
講
師
に
元
南

海
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
宇
都
宮
民
さ
ん

を
迎
え
、
「
ガ
イ
ド
の
心
構
え
」
や

「
美
し
い
案
内
の
仕
方
」
な
ど
を
学
ん

だ。
長
浜
大
橋
の
説
明
を
想
定
し
た
実
践

さ
な
が
ら
の
案
内
で
は
、
参
加
者
一
人

ひ
と
り
が
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

防犯ブザーを受け取る児童代表

講習を受ける参加者ら



渡
違
重
孝
さ
ん

1
上
地
改
良
事
業

功
労
者
で
表
彰

i

六
月
十
七
日
、
大
洲
市
で
開
催
さ
れ

た
大
洲
喜
多
上
地
改
良
協
議
会
直
常
稔

会
の
席
土
、
柴
の
渡
湯
一
重
孝
さ
ん
は
、

土
地
改
良
事
業
に
功
績
の
あ
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
ム
人
洲
喜
多
土
地
改
良
協
議
会

会
長
表
彰
を
乏
け
、
り
れ
主
し
た
。

F

田
遭
小
学
較
が
一
最
勝

t

、、y
ど
ろ
ん
こ
パ
レ
l
大
会
1

受賞された渡;豊重孝さん

六
月
二
十
七
日
、
柴
地
区
の
永
田
で

第
十
一
一
凶
ど
ろ
ん
三
パ
レ

l
大
会
が
開

躍

5
れ
小
学
生
凹
チ

i
ム
を
含
む
J

一十

二
チ

1
ム
、
百
七
十
三
人
が
参
加
し
、

泥
の
中
で
の
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
た
コ

な
お
、
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

小
学
生
の
部

〔
優
勝
}
白
滝
小
学
校

〔
準
擾
勝
〕
柴
小
学
校

一
般
の
部

門
優
勝
}
山
滝
成
人
バ
レ
ー

門
準
優
勝
〕
エ
リ
ー
ト
軍
団
佐
武
日
l好プレーも数多く飛び出したどろんこバレー犬会

東
一
一
惜
刺
さ
ん
ら優
勝

lt)

長
時
卓
球
大
会

1

七
月
四

H
、
ス
ポ
ー
ツ
、
セ
ン
タ
ー
で

第
一
一
十
じ
回
長
浜
卓
球
大
会
が
開
催
さ

れ
、
卓
球
愛
好
者
ら
延
べ
六
百
七
十
人

が
参
加
し
た
。

な
お
、
町
内
出
場
選
手
の
、
五
校
結
果

は
次
の
と
お
り
。
(
敬
称
略
J

A

有
一
般
・
高
校
生
の
部

混
合
ダ
ブ
ル
ス

門
優
勝
〕
東
信
利
(
長
浜
体
協
)
・

山
内
三
=
一
日
(
大
洲
体
協
一
一
の
ベ
ア

出
溝
と
も
し
び

母
親
ケ
一
ブ
7

1
全
国
地
域
活
動

連
絡
協
議
会
会
長
表
彰
1

七
月
ト
二
一
・
十
四
日
、
大
分
県
別
府

市
で
開
催
さ
れ
た
、
第
三
十
一
回
地
域

組
織
活
動
指
導
者
全
国
大
会
の
席
上
、

出
海
と
も
し
び
母
親
ク
ラ
ブ
は
、
多
年

に
わ
た
り
母
親
ケ
ラ
プ
活
動
の
普
及
発

展
に
尽
力
さ
れ
、
地
域
社
会
に
お
け
る

氾
童
の
健
全
育
成
に
顕
著
な
功
績
を
挙

げ
ら
れ
た
ミ
と
に
よ
り
、
全
国
地
抗
日

動
連
絡
協
議
会
会
長
去
一
彰
今
一
九
人
け
ら
れ

ま
し
た
。

真剣な勝負が繰り広げられた卓球大会

受賞された出海ともしび母親クラブ
(会長の鈴木真穂さん)

です。い用ふれ払遵思
歩く道

らしのために、

今臼も明日も

身近な道路に目を向け、夢のある豊かな

;宣に問心を持fろまし上う

ありがとう

-9-
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伊藤英治

市hli

操
稿
コ
ー
ナ
ー

櫛
生
の
渡
遺
仁
之
助
さ
ん
よ
り
い
た

だ
い
た
「
戦
争
体
験
の
歌
」
を
紹
介
し

ま
す
。八
月
十
五
日
は
終
戦
記
念
日
で
す
。

戦
争
の
つ
め
跡
は
い
ま
も
な
お
多
く
残

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て
現
在

の
平
和
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

戦
争
体
験
の
歌

も
う
二
度
と
有
一
つ
て
は
な
ら
ぬ
戦
争
の

悲
惨
な
休
験
一
部
み
て
遣
さ
む

国
護
る
い
く
さ
と
決
め
て
山
を
流
す
歴

史
は
常
に
未
来
を
知
ら
ず

鯉
登
部
隊
の
血
染
め
の
滝
を
鯉
登
の
滝

と
呼
ぴ
し
渓
間
の
死
闘
忘
れ
じ

伍
長
の
君
が
中
隊
長
の
指
撞
と
わ
ノ
し
修

ち
ま
た

羅
の
巷
に
引
口
は
生
き
ゐ
つ

い
く
た
び
か
仇
死
の
泣
言
書
か
さ
れ
き

進
撃
前
に
山
山
(
富
も
な
く

戦
地
の
吾
に
死
は
鴻
訟
の
如
く
あ
れ
と
い

げ
き
ぷ
ん

撤

文

賜

ひ

じ

恩

師

忘

れ

ず

げ

b
t
一J

A

V

死
を
決
め
で
政
武
者
羅
敵
に
斬
り
込
み
A
V

人

ー

に

仁

⑮

し
事
も
あ
り
た
り
吾
の
一
作
に

φAV
 

死
体
食
ふ
野
犬
を
凡
し
は
あ
の
通
州
邦
A
V

A
V
 

人
あ
つ
め
殺
さ
れ
し
跡

φAV
 

ひ

と

や

惨

灰
色
の
川
担
当
が
舞
ふ
明
け
暮
れ
を
囚
舎
い

の

窓

見

て

春

待

ち

し

五

口

は

い

。

勝
ち
し
固
に
な
ぜ
戦
犯
が
無
い
の
か
と
A
V

f

A

智

間
ひ
し
答
へ
の
笹
に
も
堪
へ
き

A
V

A
V
 

酷
寒
に
し
が
れ
る
千
足
こ
寸
り
つ
つ
獄
A
V

A
V
 

舎

に

生

き

て

今

の

幸

あ

り

。

A
V
 

待
ち
わ
び
し
引
揚
げ
船
の
日
の
丸
に
涙
い

あ

ふ

れ

し

こ

と

も

迄

け

き

い

-

戦
争
に
い
の
ち
を
懸
け
し
日
も
遠
く
今
A
V

A
す

A
V
 

A
V
 

A
V
 

A
V
 

A
V
 

-
A
曹

A
V
 

は
安
け
く
生
き
る
牡
合
せ

権

(
日
間
年
度
人
権
作
文
集
よ
り
)

10 

人

詩

「
人
は
み
ん
な
同
じ
」

小
学
四
年
生

人
は
み
ん
な
同
じ

手
が
不
自
由
な
人
も

足
が
不
自
由
な
人
も

み
ん
な
同
じ
人
間

人
は
み
ん
な
同
じ

目
が
不
自
由
な
人
も

ヰ
が
不
自
由
な
人
も

み
ん
な
同
じ
人
間

人
は
み
ん
な
同
じ

病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
人
も

健
康
な
人
も

み
ん
な
同
じ
人
間

人
は
み
ん
な
同
じ

肌
の
色
が
ち
が
っ
て
も

住
む
と
こ
ゐ
が
ち
が
っ
て
も

み
ん
な
同
じ
人
間

人
は
み
ん
な
同
じ

太
っ
て
い
る
人
も



あ
げ
て
み
ん
な
で
泳
ご

六

年

上

叶

真

子

H

白
滝
小
学
校

H

あ

っ

と

い

う

同

の

恥

雨

気

持

ち

ょ

い

胤

ふ

い

六

年

柿

見

涼

て

く

る

よ

年

制

川

佳

代

H

白
滝
俳
句
会
H
H

青
々
と
き
れ
い
r

な
プ

i
ル
気
持
士
ノ
新
紘
の
滴
る
川
山
仁
巾
寸
也

い

い

六

年

池

田

周

平

願

成

寺

昇

気
が
つ
け
ば
ホ
タ
ル
韓
い
散
る
夜
衣
替
え
思
い
出
の
服
で
よ
し
と
せ
ん

の

川

六

年

徳

田

柏

衣

一

宮

菊

枝

海
聞
き
ま
だ
か
ま
だ
か
と
待
九
日
民
八
十
路
な
る
身
を
い
た
わ
り
つ
大
豆
持

し

い

六

年

棋

田

智

子

く

ヤ

井

松

下

夜
に
な
り
ホ
タ
ル
の
光
ち
ら
ち
ら
湯
上
り
の
一
一
涼
し
き
孫
に
見
つ
め
ら
る

と

よ

ハ

年

石

山

祥

子

部

築

い

ち

子

一

盛

叡

1

流
u

d

M

M

に
ミ
に
二
笑
顔
が
と
っ
て
も
か
一

;

j

:

ー

ロ

尚

史

わ

生

わ

い

い

内

比

ら

ゃ

ん

。

一

け

は

お

め

一

uコ
宮

町

し

け

だ

ひ

へ

正

井

K
N
U

ロ

ii一
一

師

団

で

と

う

。

こ

れ

か

ら

も

笑

顔

い

二

万

前

川

仲

間

削

ま

い

で

元

気

に

す

く

す

く

と

成

長

一

圃

:列。ぃ

8

l

メ

川
rJ町

J
/
u
r
V

平
し
て
い
っ
て
ね
o

E

も
γ
-
d
m
v
d
l
d
f

主

ヰ

ま

や

叩

(

父

H
良
太
さ
ん

一

勧

九

州

体

色

〕

成

一

一

酬

明

点

ロ

平

円

H
ひ
と
み
さ
ん
)
一

ι

り

L
dリへC
与

問

韓

議

樹

齢

関

離

職

翻

離

鱒

調

=

一川、玉川
d
h柑
伊

藤

機

¥r饗
謙
三
、
(
ヘ
一

へし
λ

劣後一
η

一
;
オ
ι品
川
ド

Jb
ヨ

ユ

!

、

明

〆

一

一

時

FLC叫
そ
ヴ
JZ

…

“

一

一

合

軍

叫

が

一

一議台市

u
J
b一
選

f

一

一

黛

一

一

息

欝

響

£

目
宇
都
民
司
、
訪
円
山
酔
潤
繍
澗

A(
霊

ι

議拐、
J
J
一

一

《

人

礎

舵

島

田

一
一
背
中
{
一
¥
E
F
J
~

弱

磁

車

鮫

奨

ぷ

地

檎

謹

灘

富

g
g簿
鑓

器

謹

麗

歯

周

掴

輝

む

議

郵

電

探

駅

話

日

〆

イ

圃

一

期

務

瞳

罷

A
J瞬
静

晶
画
国
軍

水
し
ぶ
き

、つよ

あ
み
一
戸
か
ら

セ
ミ
の
戸

だ
っ
た

可
眠
る
こ
と
立
す
く
な
り
青
葉
冷
え

清

水

禎

子

真
夜
の
こ
と
知
ら
ぬ
が
仏
送
り
梅
雨

上

出

孝

子

鈍
行
の
着
駅
ご
と
の
出
峠
久

保

裡

下

父
の

υの
十
川
地
下
足
袋
を
干
し
に
け
り

谷

本

-

善

霊京
?ぷ
/ 

戦文、

績の

A
V
 

A
V
 

A
V
 

A
V
 

-

O
決
勝

φ

長
浜
サ
ン
デ
ー
ズ

1
0
0
6
0
2
-
9
φ

松
山
ボ
l
イ
ズ
ク
0
0
3
0
0
2
一
5

ハ

マ
山
尾
l
宵
下
の
バ
ッ
テ
リ
ー
マ
三
塁
。

打

池

田

マ

二

塁

打

山

尾

・• • 

@
日
本
少
年
野
球
連
盟
中
四
国
大
会
。

(
七
月
王
国
岡
山
遥
照
山
ゲ
ラ
ウ
ン

φAV
 

ド
)

・

0
準
決
勝

φ

広
島
ジ
ャ
ガ
ー
ズ

0
0
0
0
0
一
0

・

長
浜
サ
ン
デ
ー
ズ

1
0
3
0
以一

5

パ

マ
高
石
(
刊
行
下
の
バ
ッ
テ
リ
ー
マ
本
塁

φ

打
日
ド
マ
二
一
塁
打
井
上

φφ
 

O
決
勝

φ
 

松
山
フ
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2004 8月15日.......9月14日
車、しの:hル，ンター
日 曜日 行事名 場所 時間

15 日 愛媛県戦没者追悼式 愛媛県県民主化会館 10:30-

不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 8:30-10・。。
17 火 離乳食講習 保健センター 10:00-12:30 

大腸がん検診容器配布 保健センター 10:00-11:30 

18 水
びん・ 缶収集日

乳がん・子宮がん検診 保健センター 13:00-14:00 

19 木 乳がん・子宮がん検診 保健センター 13・00-14・。。

20 金
有害ゴミ収集日

社会保険事務所出張相談日 商工会 9:00-11・30

23 月 胃がん検診 保健センター 7・00-9・00

24 火 不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 8:30-10:00 

ペッ トボトル・発泡ス

25 水 チロール収集日
長浜町戦没者追悼式 町体育館 10・00-

26 木 胃がん・腹部超音波検診 保健センター 7・00-9:00 

27 金
組大ごみ収集日

胃がん・腹部超音波検診 保健センター 7・00-9:00 

31 火 不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 8:30-10:00 

9/1 水 びん・缶収集日

古紙・紙パック収集日

3 金 ニ市ー町合同慰霊平
出石寺 10・30-

和祈願祭

7 火 不用犬 ・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 8:30-10:00 

8 水
ペットボトル・発泡ス

チロール収集日

燃やさないごみ収集日

10 金
社会保険事務所出張相談日 商工会 10:00-15:30 
育児サークル・育児相談 保健センター 10:00-11 :30 
1歳6カ月 ・3歳児健診 保健センタ 13:00-13・30

14 火 不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 8:30-10:00 
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菜な七広
々な葉は
実み

谷岡
浦田

8月の声を聞くと、寒暖計は正確に温度を上げる。畳は

真夏日の30度を越す日の連続。夜といえば25度を越す熱帯

夜。寝苦しさに悩まされる。エアコンや扇風機の普及で戸

外での夕涼みは影をひそめた。長浜の赤橋は夕涼みの絶好
むしろ

の場所で、近くの人々は廷を持参して夕涼みに花を咲かせ、

一大社交場だ、った。自然の川風の涼しさは、何よりの贈り

物だ、った。昔の日本人には、夕涼みや避暑という発想はな

かった。気候が島国でもあり温和であったせいだろう。ヨー

ロッパや中国の貴族が、避暑のため別荘や離宮を作ること

を思うと不思議である。兼好法師が「徒然草」第55段に、

「家dVょうは夏をむねとすべしjと書いているが、身分
の高い人は夏向きの風通しの良家に住めたため夏でもあま

り暑く感じなかったのかもしれない。それでも涼みたい時

は打ち水をした。宵の口は風が止んでしまって、 暑さに耐

えがたい時は、団扇で蚊を追いながら家の外に出て涼んだ。

夏に風情を添える蚊取線香は明治になってからの発明で

江戸時代にはまだなかった。家の前に置いた縁台に座って

いても、暑ければ川辺に涼みに行った。かつての江戸の下

町は、水路が発達し、水郷だ、ったから、 川が手近にあ り、

どこでも手近に涼むことができた。もっと涼しい思いをし

たい時は、橋の上に出て川風にあたった。さらに江戸らし

いのが隅田川に出て川風にあたる船遊びだ、った。19世紀の
ちよさぷね

初めの文化年間の江戸には、 屋根のない「緒牙船Jが700
隻、5人乗りの屋根船が5・600隻あったから、隅田川の川

聞きの日には、両国橋を中心にした川筋には何百隻もの納

涼船が集った。

長浜町も肱川を抱く水豊かな町。種々の納涼行事の推進

を願ってやまない。近年充実した花火大会は町の活性化と

町民の心の融和に大いに寄与し、 長浜町の一層の発展を図

り、町民一同心より賛同し町民の自覚 ・振興に寄与してや

まない。
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人口・世帯数のうごき

6月末現在 両首月との上ヒ平~

9，179人 9人減
人 口 (男 4，329人) (男6人減 )

女 4，850人 女 3人減

世情数 3，573世帯 2 i主士有干i成
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